
　　練馬区では、 発達障害のある子どもを育てた経験を持

ち、 東京都の養成研修を修了した保護者により、 現在

10 名のペアレントメンターが登録されています。 同じ親

の立場から相談や情報提供を行い、 必要に応じて専門機

関や支援制度につなぐなど、 経験者だからこそできる寄

り添いが、 保護者の不安や孤立感の軽減につながってい

ます。

　　乳幼児期から成人期まで、 一人ひとりの状況に応じて切れ目なく相談や支援を受けられる体

制が整えられています。 「ぽると」 は、 全年齢を対象に、 来所・電話による相談に対応しています。

社会福祉士、 精神保健福祉士、 公認心理師などの専門職が相談に応じるほか、 福祉 ・ 医療 ・

教育など関係機関と連携しながら、 本人や家族を継続的に支援する体制が整えられています。

　　杉並区では、 本年度から５歳児健康診査モデル事業が始まりました。 子どもの発達や集団生

活での様子を確認し、 必要に応じて早い段階で適切な支援につなげることを目的としています。

令和 10 年度の本格実施に向けて、 専門職の確保や相談体制の充実など、 より多くの方が安

心して受診できる環境づくりが重要です。

　　本人及びその家族が、 地域で安心して暮らし続けられるよう、 今回の視察で得た知見も生か

しながら、 杉並区としての支援体制の充実に取り組んでまいります。

◆ 練馬区 「ペアレントメンター」 制度

◆ 目黒区児童発達支援センター 「すくすくのびのび園」、 発達障害支援拠点 「ぽると」
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本人や家族の孤立を防ぎ、切れ目のない支援体制の構築が必要！

【練馬区・目黒区】
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本年３月24日、杉並区は東京司法書士会と「空家等対策

の相談事業に関する協定」を締結しました。

　　また、 同会とは 「災害時における被災者等相談の実施に関する協定」 も締結しました。 災害時の

復旧・復興においても、 建物の所有者確認や相続、 登記などは重要な課題です。 過去の災害では、

相続登記の未了などにより倒壊家屋の公費解体や生活再建が遅れた事例もあります。 これら２つの

協定には、 所有者や権利関係の整理という共通課題があり、 司法書士会との連携は、 日常の空き

家対策から災害時の被災者支援まで地域の安全を支える取組です。

　　私は今回の協定締結を後押しし、 調印式にも出席させていただきました。 「問題が起きてから対応

する」 のではなく、 「問題を未然に防ぐ」 ための大きな一歩であると考えています。 今後、 協定内

容の具体化を進め、空き家の発生抑制や利活用、災害時の迅速な生活再建につながることで、安全・

安心のまちづくりが一層前進するよう、 引き続き取り組んでまいります。

　　区内の空き家は、 平成 25 年度の 401 件から、 令和 7

年度には 1,321 件へと、 この 10 年余りで３倍以上に増加

しています。 その中で、 倒壊や衛生 ・ 景観などの面で周辺

に深刻な悪影響を及ぼすおそれがある 『特定空家等』 が８

件、 そのまま放置すれば危険な空き家となるおそれがある

『管理不全空家等』 が 138 件確認されています。

　　空き家問題の背景には、 相続登記や、 所有者や権利関

係の確認など、 法律や登記に関する課題も少なくありませ

ん。 司法書士の専門的な知識と経験を生かすことで、 問

題の早期解決や未然防止につながることが期待されます。

　　今回の協定では、 東京司法書士会と連携し、 次の取

組などが進められることになります。

　◆ 空き家に関する無料相談窓口の設置

　◆ 区の要請に応じた専門家の派遣

　◆ 空き家の適正管理や有効活用に向けた情報共有

司法書士会との協定締結　～空き家対策の新たな一歩～司法書士会との協定締結　～空き家対策の新たな一歩～

写真提供：東京司法書士会（2026年3月26日「お知らせ」より）急増する空き家

空き家対策は“災害対策”


